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学位論文内容の要旨

  キホウポウ科Peristediidaeはカサゴ目に属し、約5属36種からなる分類群で、世界

の暖海の水深60-800mに分布する底生性魚類である(Nelson，2006をど）。本科魚類は

体全体が硬い骨板で覆われること、吻突起があること、胸鰭下部2軟条が遊離すること、

下顎に髭があることなどで特徴づけられる。

  キホウボウ科の分類については様々な見解が示されてきた。科レベルの分類では、Gill

（1888)などはキホウポウ類に科のランクを与えたが、Nelson (1976)などはホウボ

ウ科の1亜科とみなした。また、属レベルの分類では、蒲原（1952)などは本科にオニ

キホウボウ属Gargariscus、キホウボウ属Peristedion、ヒゲキホウボウ属5，・atyrich thys、

イトキホウボウ属Heminodusの4属を認めたが、del Cerro and Lloris（1997)などは

ヒゲキホウボウ属のシノニムとされてきたParaheminodus属を有効とし、5属を認め

ている。

  一方、キホウボウ科の系統類縁関係に関する研究はGill（1888)、Imamura (2004)、

Smith and Wheeler  (2004)などによって行われてきたが、いずれも分析に用いた種が

少数であり、限られた内部形態情報しか解析に用いられなかったため、本科の単系統性

および系統類縁関係は十分理解されているとは言い難い。

  そこで本研究は、キホウボウ科魚類の全骨格系・全筋肉系の比較解剖と外部形態の観

察に基づき、本科の単系統性の検証と系統的位置の推定を行うこと、本科内の類縁関係

を推定し、得られた類縁関係に基づき、分類体系を確立することを目的として行なわれ

た。さらに、本科魚類の起源と分散およぴ海底生活への適応についても考察した。

［材料と方法］

  キホウボウ科5属24種を含むカサゴ目の10科19属48種の全骨格系・全筋肉系の

比較解剖と外部形態の観察を行った。本研究では、2段階の系統解析を行い、第1解析

として、キホウボウ科の単系統性の検証とコチ亜日内での本科の系統的位置を推定し

た。第2解析では、第1解析の結果を基に外群を決定し、本科内の類縁関係を推定した。



系統類縁関係の推定には分岐分類学的手法を用いた。

［結果と考察］

1）形態学的特徴の記載

  キホウボウ科魚類の全骨格系・全筋肉系と外部形態に関して詳細な観察を行い、得ら

れた形態学的特徴を記載した。

2）類縁関係の推定

  第1解析一コチ亜目魚類を内群、カサゴ亜目魚類を外群とし、80変換系列を基に第1

解析を行った。その結果、8本の最節約的な樹形（樹長148、一致指数0.588)が得ら

れた。これらの厳密合意樹に基づぃて検討した結果、キホウボウ科は間在骨と後側頭骨

が縫合する（形質17 -1)などの17個の派生形質を共有する明瞭な単系統群であること

が判明した。また、本科は鼻骨と神経頭蓋が縫合する（形質10-1)などの10個の派生

形質を共有することでホウボウ科と姉妹関係にあること、そして本科とホウボウ科から

なる単系統群は体側筋のObliquus superiorisがボウデロ靱帯によって貫かれない（形

質74-1)などの5個の派生形質を共有することでハリゴチ科と姉妹関係にあることが示

唆された。

  第2解析一第1解析の結果から、キホウボウ科魚類を内群、ホウボウ科魚類とハリゴ

チ科魚類を外群として解析を行った。23変換系列に基づき解析を行った結果、2本の最

節約的な樹形（樹長40、一致指数0.625)が得られ、これらの厳密合意樹（図）をキホ

ウポウ科の系統類縁関係として採用した。その結果、キホウボウ科は前述の17個に加

え、第2咽鰓骨と第1上鰓骨がinterarcual cartilageを介して連続する（形質88-1)な

ど新たに3個の派生形質を共有することが明らかになった。また、キホウボウ科は大き

く2つの単系統群に分かれた。単系統群alはオニキホウボウ属、イトキホウボウ属、

ヒゲキホウボウ属とParaheminodus属魚類を含み、第1上肋骨がない（形質91-1)な

どの3個の共有派生形質によって支持された。一方、単系統群a2はキホウボウ属魚類

のみを含み、閉顎筋A2が細い（形質96-1)などの3個の共有派生形質によって支持さ

れた。

3）分類体系

  第1解析の結果、多くの共有派生形質で支持された従来のキホウボウ科魚類のみを含

む単系統群F2に科のランクを与え、新たなキホウボウ科とした。第2解析の結果、従

来のキホウボウ属魚類のみを含む単系統群a2に属のランクを与え、キホウボウ属とし

て再定義した。一方、単系統群alはオニキホウボウ属、イトキホウポウ属、ヒゲキホ

ウボウ属とParaheminodus属魚類を含むが、この単系統群内の類縁関係に基づき従来

のヒゲキホウボウ属は側系統群であると判断された。本研究では分類体系の安定性を考
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慮し、単系統群cl、c2、dl、d2とd3に属のランクを与え、それぞれオニキホウポウ属、

イソキホウボウ属5́ ’a紗ぬ癌thys、イトキホウボウ属、コウトウキホウボウ属

Paraheminodusとヒゲキホウボウ属Scalicusとした。以上の結果に基づぃて、以下の

新分類体系を提示した。

Family Peristediidae  キホウボウ科

Genus Gargariscus Smith， 1917  オ ニ キ ホ ウ ボ ウ 属

Genus Heminodus Smith， 1917  イ ト キ ホ ウ ボ ウ 属

Genus Parahem面DdusKamohara，1957  コウトウキホウボウ属（新称）

GenusP｜ erな 地 出 〇 ぬ Lacep6de， 1801  キ ホ ウ ボ ウ 属

Genus5b紗五 曲 坦卩 KAup，1873  イ ソキホウボウ 属（新称）

Genus＆惣 ヱめ usJ0rdan， 1923  ヒ ゲキホウボウ属（ 新称）

3）上記の新分類体系に従った、科内の検索表の作成

4）起源と分散

  キホウボウ科の起源は特定できなかったが、キホウボウ科には2っの分散の中心があ

ると考えた。ひとっは東部インド洋から西部太平洋域で、ここに起源をもつIndo-West

Pacific and Japanese lineageは、インド洋から西部・中央太平洋に分散した。他はカ

リブ海周辺域で、ここに起源をもつCaribbean and West Indies lineageは、中央太平

洋を除く世界の暖海に分散した。

5）海底生活への適応

  キホウボウ科魚類は＠腹面に感覚管の開孔部を持つ吻突起、◎多数に分枝した髭、◎

自在に動かすことができる2本の胸鰭遊離軟条、＠下位の口、◎体全体を覆っている棘

のある骨板、◎小さな胸鰭、◎退化的な鰾など、海底生活に良く適応した特徴を進化さ

せた。その結果、本科魚類は2本の胸鰭遊離軟条で海底を歩行しながら、吻突起と髭を

用いて索餌し、下位の口でべントスを捕食する一方、遊泳能カには劣るものの、棘のあ

る骨板で捕食者から防衛するという海底上での生活スタイルを獲得した。
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学位論文審査の要旨

    学位論文題名
Phylogenetic Systematics of the Family Peristediidae
    (Order: Scorpaeniformes)

（キホウボウ科魚類の系統分類学的研究）

    キホウボウ科Peristediidaeはカサゴ目に属し、約5属36種からなる分類群で、世界の暖海

の水深60―80(hnに分布する底生性魚類である(Nelson, 2006など）。本科魚類は体全体が硬い骨

板で覆われること、胸鰭下l部2軟条が遊離すること、下顎に髭があることなどで特徴づけられる。

  キホウボウ科の分類については様々な見解が示されてきた。科レベルの分類では、Gill (1888)

などはキホウボウ類に科のランクを与えたが、Nelson (1976>‘などはホウポウ科の1亜科とみなし

た。また、属レベルの分類では、蒲原(1952)などは本科にオニキホウボウ属Gargdsc恥、キホ

ウボウ属P釘Iste甜on、ヒゲキホウボウ属sat卩Iむ舶閃、イトキホウボウ属瓜洫nodusの4属を認

めたが、delCerroandLloris（1997）などはヒゲキホウボウ属のシノニムとされてきた

Parむ印InDdUs属を有効とし、5属を認めている。

  一方、キホウボウ科の系統類縁関係に関する研究はIma脚lraく2004冫などによって行われてきた

が、いずれも分析に用いた種が少数であり、本科の単系統陸および系統類縁関係は十分理解されて

いるとは言い難い。

  そこで本研究は、キホウボウ科魚類の全骨格系・全筋肉系の比較解剖と外部形態の観察に基づき、

本科の単系統性の検証と系統的位置の推定を行うこと、本科内の類縁関係を推定し、得られた類縁

関係に基づき、分類体系を確立すること、本科魚類の起源と分散、およぴ海底生活への適応につい

て考察することを目的として行なわれた。

  研究材料はキホウボウ科5属24種を含むカサゴ目のlO科19属48種で、その全骨格系・全筋肉

系の比較解剖と外部形態の観察を行った。本研究では、2段階の系統解析を行い、第1解析として、

キホウボウ科の単系統性の検証とコチ亜日内での本科の系統的位置を推定した。第2解析では、第

1解析の結果を基に外群を決定し、本科内の類縁関係を推定した。系統類縁関係の推定には分岐分

類学的手法を用いた。

  以下に本研究の結果を要約する。

1）形態学的特徴の記載
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  キホウボウ科魚類の全骨格系・全筋肉系と外部形態の形態学的特徴を詳細に記載した。

2）類縁関係の推定

  第1解析では、コチ亜目魚類を内群、カサゴ亜目魚類を外群として解析を行った。その結果、8

本の最節約的詮樹形が得られた。これらの厳密合意樹に基づいて検討した結果、キホウボウ科は明

瞭な単系統群で、ホウポウ科と姉妹関係にあることが示唆された。

  第2解析では、第1解析の結果に基づいて、キホウボウ科魚類を内群、ホウポウ科魚類とハリゴ

チ科魚類を外群として解听を行った。その結果、2本の最節約的な樹形が得られ、これらの厳密合

意樹をキホウボウ科の系統類縁関係として採用した。

第1解析の結果、単系統群であると確認された従来のキホウボウ科に科のランクを与え、新たな

キホウポウ科として再定義した。属レベルの分類では、第2解析の結果から、従来の属のうち、キ

ホウポウ属、オニキホウポウ属、イトキホウボウ属、Paraheminod“s属は単系統群として確認され

たが、ヒゲキホウボウ属は多系統であることが判明し、イソキホウボウ属とヒゲキホウボウ属に分

割した。

以上の結果に基づいて、以下の新分類体系を提示した。

    F舳ilyPeristediidae  キホウボウ科

    GenusGargarfscUsSmith，1917  オニキホウポウ属

    Genusぬ証nodusSmith，1917  イトキホウボウ属

    GennsParむ 印 In〇 dusKamohara， 1957コ ウ ト ウ キ ホ ウ ボ ウ 属 （ 新 称 ）

    GenusP釘jste甜。nLaceめde，1801  キホウポウ属

    GenussatけI曲伽卩Kaup，1873  イソキホウボウ属（新称）

    Genus馳ajlcusJordan，1923  ヒゲキホウボウ属（新乖愉

4）上記の新分類体系に従った、科内の新たな検索表を作成した。

5）起源と分散

  キホウボウ科の起源は特定できなかったが、キホウボウ科には2つの分散の中心があることを確

認した。そのひとっは東部インド洋から西部太平洋域で、インド洋から西部・中央太平洋に分散し

た 。 他 は カ リ ブ 海 周 辺 域 で 、 中 央 太 平 洋 を 除 く 世 界 の 暖 海 に 分 散 し た 。

6）海底生活への適応

  キホウポウ科魚類は吻突起、髭、胸鰭遊離軟条、骨板など、海底生活に良く適応した特徴を進化

させた。その結果、本科魚類は胸鰭遊離軟条で海底を歩行しながら、吻突起と髭を用いて索餌し、

下位の口でベントスを捕食するー方、遊泳能カには劣るものの、骨板で捕食者から防衛するという

海底上での生活スタイルを獲得した。

以上の申請者の研究成果は魚類系統分類学分野に大いに貢献したものと高く評価され、審査員一

同は本研究の申請者が博士（水産科学）の学位を授与される資格を有すると判定した。
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